
事前申込制（人数制限なし）のネット講座です

ご視聴の際には、
事前に右のQRコード
から申込みフォームに
ご入力をお願いいたします。

ご不明点は、お気軽に
お電話でお問合せください。

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜１ｰ12

お問合せ

　生活習慣病の予防・治療には、バランス
のとれた食生活が重要です。しかし、「何を
改善すればいいのかわからない」「長年の
習慣はやめられない」という方は、少なくあ
りません。病院で行なっている栄養食事指
導と食生活の改善について、説明します。

公開栄養指導 ～食生活で変わる、あなたの未来～

オンラインオンライン
 医学講座

自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意 視聴無料視聴無料
４月28日（木）15：00から日 時

講 師
ふれあい平塚ホスピタル
　　　　　　　 栄養科   黒島 知穂 管理栄養士

ネットで自宅参加ができる講座です

 無料アプリ「Zoom」を使って
 ご視聴いただきます。

アプリのインストールの方法や
Wi-Fiなど、視聴に関する
ご不明点は左記電話番号へ
お気軽にお問合せください。茅ケ崎中央病院

☎0467-86-6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

お問合せ

　女性のがん部位の中で、現在、罹患数
が第１位となっている「乳がん」。働き盛り
の30代後半から増加し、40代から60代に
かけて、とても多くなります。乳がんの診断、
治療方法など、最新の情報を皆さまにお聞
きいただきたいと思います。

もっと知っておきたい 乳がんについて～最新の診断と治療について～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

４月27日（水）15：00から日 時

講 師
茅ケ崎中央病院 
　　　 乳腺外科　  村山 章裕 医師

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
宮
田
篤
志
医
師

に
、
か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

病
に
か
か
っ
て
い
る
方
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
や
高
血
圧

症
と
い
っ
た
疾
患
は
、
互
い
に
影

響
し
合
い
、
悪
化
し
て
い
く
傾
向

が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
『
健
康
診

断
を
受
け
る
』『
か
か
り
つ
け
医

を
見
つ
け
る
』
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
始
め
る
と
良
い
で
し
ょ
う
」

外
来
初
診
時
に
特
別
料
金
な
し

　
「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
）
は
、『
平
塚
市
こ
く
ほ

の
健
診
』『
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
』
の
実
施
医
療
機
関
で
す
。
ま

た
、
総
合
診
療
科
で
は
、『
健
診

の
結
果
が
良
く
な
か
っ
た
の
に
、

治
療
を
せ
ず
、
放
っ
た
ら
か
し
に

し
て
し
ま
っ
た
』
と
い
っ
た
方
の

全
国
的
に
前
回
よ
り
改
善

　

国
の
資
料
＝
上
グ
ラ
フ
＝
に
よ

る
と
、
２
０
１
９
年
の
健
康
寿
命

の
全
国
平
均
は
、
男
性
が
72
．68

歳
、
女
性
が
75
．38
歳
で
あ
り
、

２
０
１
６
年
（
男
性
72
．14
歳
、

女
性
74
．79
歳
）
よ
り
も
男
女
と

も
に
延
び
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
別
で
は
、
大
分
県

（
男
性
／
73
．72
歳
）
と
三
重
県

（
女
性
／
77
．58
歳
）
が
１
位
と
な

り
、
神
奈
川
県
は
、
男
性
で
11
位

（
73
．15
歳
）、
女
性
は
全
国
平
均

よ
り
低
い
38
位
（
74
．97
歳
）
と

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

治
療
も
い
た
し
ま
す
。

　

外
来
で
の
初
診
時
は
、
診
療
費

以
外
の
特
別
料
金
が
か
か
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
予
約
窓
口

（
医
事
課
）
ま
で
、
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12

JR
平
塚
駅
南
口
か
ら
徒
歩
12
分

　

平
均
寿
命
が
長
く
な
っ
た
今
、
日
本
人
に
必
要

な
の
は
、
健
康
で
自
立
し
て
生
活
で
き
る
期
間
で

あ
る
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
で
す
。

も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
長
く
な
っ
た
人
生

を
よ
り
一
層
、
充
実
さ
せ
た
い
と

い
う
考
え
か
ら
、
介
護

を
受
け
た
り
寝
た
き
り

状
態
に
な
ら
ず
に
、
高

齢
で
も
健
康
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
の
「
健
康

寿
命
」
の
延
伸
に
、
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

互
い
に
影
響
す
る
生
活
習
慣
病

　
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
鍵
は
、

何
と
い
っ
て
も
生
活
習
慣
病
の
予

防
と
治
療
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
初
期
段
階
で

は
、
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
放
っ
て
お
く
と
深
刻
な
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
早
期
に
発
見
し
、
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

昨
今
で
は
、
ご
高
齢
の
方
が
増

加
し
て
お
り
、
複
数
の
生
活
習
慣

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
、

延
び
続
け
て
お
り
、
近
年
で
は
、

「
人
生

100
年
時
代
」
と
い
う
言
葉72

0

73

74

75

76

77

（歳）

全
国
平
均

全
国
平
均

大
分
県

三
重
県

神
奈
川
県

神
奈
川
県

73.72歳
73.15歳

74.97歳

72.68歳

77.58歳

75.38歳

女性男性

TOP

TOP

全国平均との比較

第16回健康日本21（第二次）推進専門委員会資料より

2019年
日本人の健康寿命

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科・内科・呼吸器内科

宮田 篤志 医師

          

女
性
の
健
康
寿
命
、全
国
平
均
を
下
回
る

　

か
か
り
つ
け
医
と
と
も
に

　
　
　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
宮
田
篤
志 

医
師

神奈川県

茅
ケ
崎
中
央
病
院

会
議
中
も
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
可
能
！
Ｓ
Ａ
Ｐ
療
法

循
環
器
腎
臓
内
科
　
山
西
秀
樹 
医
師

糖
尿
病
医
療
機
器
の
進
化

指
を
刺
さ
ず
に
血
糖
値
を
測
定

毎
回
の
負
担
が
軽
減
化

　

糖
尿
病
の
治
療
で
、
重
要
に
な
る
の
が
「
血
糖
値
」。
毎
回
、
針
で
指
先
を
刺

し
て
採
血
し
、
測
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
、
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
新
し
い
測
定
方
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
糖
尿
病
治
療
に
採
用
し
て
い
る
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
や
、Ｓ
Ａ
Ｐ
療
法
に
お
け
る
「
持
続
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」

で
の
血
糖
管
理
に
つ
い
て
、
担
当
の
山
西
秀
樹
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

取
材
協
力

イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不
足

　
「
糖
尿
病
」
は
、
体
内
で
イ
ン

ス
リ
ン
の
作
用
が
十
分
に
働
か
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
ブ
ド
ウ
糖
が

有
効
に
使
わ
れ
な
い
こ
と
で
、
血

　
Ｑ
．
糖
尿
病
で
血
糖
値
を
測
る

際
に
、
指
先
を
針
で
刺
さ
な
く
て

す
む
方
法
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
そ
の
方

法
を
採
用
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
、採
用
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
腕
に

円
形
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
だ

糖
値
が
高
く
な
る
病
気
で
す
。

　

原
因
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用

不
足
で
す
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
体

の
分
泌
が
減
る
「
１
型
糖
尿
病
」

と
、
筋
肉
や
脂
肪
に
ブ
ド
ウ
糖
を

取
り
込
ま
せ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
力

き
、
血
糖
値
の
参
考
値
を
測
る
も

の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、「
Ｓ
Ａ
Ｐ

療
法
」
に
お
い
て
も
、
体
（
例
え

ば
腹
部
）
に
円
形
シ
ー
ル
を
貼
る

こ
と
で
、
血
糖
値
を
測
定
で
き
ま

す
（
持
続
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）。
こ
ち
ら
は
２
つ
の
シ
ー

ル
を
使
い
ま
す
が
、
１
つ
は
、
24

時
間
に
わ
た
っ
て
血
糖
値
の
動
向

を
監
視
す
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
Ｃ
Ｇ

Ｍ
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
血
糖
値
の
変
化
が

す
ぐ
に
わ
か
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
血
糖
値
が
上
が
る

／
下
が
る
を
、
事
前
に
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
低
血
糖
に
な
り

そ
う
な
時
は
、
ア
ラ
ー
ム
で
知
ら

せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
な
ら
、
低

血
糖
発
作
を
起
こ
す
前
に
、
ブ
ド

ウ
糖
に
よ
る
対
処
が
可
能
な
の

で
、
発
作
で
失
神
す
る
よ
う
な
こ

と
も
な
く
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．「
Ｓ
Ａ
Ｐ
療
法
」
の
機
器

の
取
り
扱
い
は
大
変
で
す
か
？

　

Ａ
．
先
程
の
シ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
６
日
間
、
貼
り
っ
放
し
で
、

お
風
呂
に
も
入
れ
ま
す
。
も
う
１

つ
の
円
形
シ
ー
ル
（
約
２
㎝
）
は
、

が
弱
ま
る
「
２
型
糖
尿
病
」
が
あ

り
ま
す
。

多
く
が
指
先
の
血
液
か
ら
測
定

　

生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
糖
尿

病
で
は
、
両
者
の
異
常
（
イ
ン
ス

リ
ン
の
分
泌
不
足
と
、
イ
ン
ス
リ

ン
効
果
の
低
下
）
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
主
に
強
化
イ
ン
ス

リ
ン
療
法
（
即
効
型
＋
持
効
型
併

用
）
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

食
前
の
血
糖
値
に
よ
っ
て
、
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
を
打
ち
ま
す
。
こ

の
治
療
法
は
、
１
日
に
３
～
４
回

に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ

体
の
別
の
部
分
に
貼
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
こ
れ
は
チ
ュ
ー
ブ
で

ポ
ン
プ
と
つ
な
が
り
、
デ
ー
タ
の

表
示
・
保
存
を
兼
ね
て
い
る
「
イ

ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
」
用
の
も
の
で

す
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
血
糖
変
動
を

確
認
で
き
、
ア
ラ
ー
ム
で
低
血
糖

／
高
血
糖
を
知
ら
せ
ま
す
。
イ
ン

ス
リ
ン
を
打
つ
時
間
に
な
れ
ば
、

ボ
タ
ン
で
注
射
も
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
人
目
を

気
に
せ
ず
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
治
療

が
で
き
そ
う
で
す
ね
。

　

Ａ
．
そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
、

駅
の
途
中
や
、
会
社
の
会
議
中
、

学
校
や
友
達
と
の
集
ま
り
の
最
中

で
も
、
衣
服
を
め
く
っ
て
お
腹
を

出
す
こ
と
な
く
、
治
療
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
管
理
は
、
茅
ケ
崎
中
央

病
院
に
是
非
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

同
院
☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

JR
茅
ケ
崎
駅
北
口
徒
歩
５
分

り
、
そ
し
て
毎
回
、
血
糖
値
を
測

定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

腕
の
シ
ー
ル
で
常
に
監
視

　

こ
れ
ま
で
、
指
に
針
を
刺
し
て

微
量
の
血
液
を
採
取
し
、
測
定
す

る
方
法
が
主
流
で
し
た
が
、
指
先

を
刺
さ
ず
に
血
糖
値
を
監
視
す
る

装
置
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
グ
ル
コ
ー
ス

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
が
登

場
し
ま
し
た
。
二
の
腕
に
セ
ン

サ
ー
と
な
る
２
㎝
程
度
の
円
形

シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
で
、
専
用
の

機
械
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
、
血
糖
値
の
参
考
値
を
表
示
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ー
ル

は
、
２
週
間
取
り
替
え
る
必
要
が

な
く
、
入
浴
も
可
能
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
療
法

に
お
け
る
「
持
続
グ
ル
コ
ー
ス
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
（
測
定
）」
の
方
法
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
興
味
が
あ
る
人
は
、

糖
尿
病
治
療
の
担
当
医
に
聞
い
て

み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

データ表示画面
および

インスリンポンプ

パーソナルCGM

センサー
（シール）リーダー

血液 センサー

血糖自己測定（SMBG）

フラッシュグルコース
モニタリングシステム

持続グルコースモニタリング
〈SAP療法における〉

血糖値の主な測定方法

茅ケ崎中央病院
循環器腎臓内科・糖尿病内科・血管外科

山西 秀樹 医師
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キャンペーンおよびセミナーのご予約・お問合せは、お気軽にお電話ください。

☎０467-86-6534湘南ふれあいの園介護付有料老人ホーム 茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

種別：一般型特定施設入居者生活介護／構造：鉄筋コンクリート造・地下１階地上12階（居室フロアは
５階～９階）／居室数：81室／居室面積：21㎡～48㎡（居室タイプによる）／入居資格：原則65歳以上
の自立・要支援・要介護（一人入居または夫婦入居）／全室共通設備：IHキッチン・浴室・トイレ・クロー
ゼット・ランドリースペース他／協力医療機関：茅ケ崎中央病院・湘南東部総合病院・茅ケ崎新北陵病院

新湘南バイパス

1

茅ケ崎駅
相
模
線

湘南東部
総合病院

中央公園中央公園

市役所市役所

北口北口

文化会館文化会館

ココ 北茅ケ崎駅

東海道線

茅ケ崎駅から
徒歩４分

施設周辺MAP

無料セミナー

「失敗しない
老人ホームの選び方」

4/9土・23土
各14：00から

老人ホーム選びの基礎知識や、失敗しないための重要ポイントな
どを集約したセミナー。これまでになんと1000名以上の方が参加
された好評のセミナーで、老人ホームについて学びたい方のほか、
今まさに施設探しで困っている方、将来の参考にしたい方も、
是非、ご参加ください。　　　　   ※当日は施設の見学も可能です。

会 場　湘南ふれあいの園 ３階ラウンジ
定 員　完全予約制・先着10名様

4/11月～24日ご夫婦部屋の体験入居

11,000円１泊
２食付

南向きの空室が残り１室となったので、この機会にお試しを！

２名様分
料金

ラウンジ

居室（全室キッチン完備）

4/1金 ～10日昼食体験付き見学会
見学の前後（開始時間による）に、実際に当日の昼食をお召し上がりいただきます。

第１弾

第２弾

食事代も
すべて無料

昼食例

湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園介護付有料
老人ホーム
介護付有料
老人ホーム
介護付有料
老人ホーム
介護付有料
老人ホーム

安心・快適の
シニア生活

駅近＆
人気の湘南エリア

ご夫婦限定２大体験キャンペーン１日１組のみ

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／４月15日金

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア形成
　のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

編集・記者
未経験歓迎！意欲重視

募集職種

　

○
…
「
当
院
に
着
任
し
て
か

ら
、
こ
の
春
で
10
年
目
を
迎
え

ま
す
。
医
療
者
と
し
て
も
、
働

く
環
境
と
し
て
も
、
当
院
は
と

て
も
心
地
良
く
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
潮
風
感
じ
る
こ
の
湘
南

エ
リ
ア
が
、
私
は
大
好
き
で
す
」。

山
に
囲
ま
れ
た
長
野
県
に
生
ま

れ
、
新
潟
の
大
学
を
卒
業
後
、

鶴
見
大
学
系
列
の
病
院
で
口
腔

外
科
医
療
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。「
大
学
で
出
会
っ
た

教
授
の
影
響
を
受
け
、
口
腔
外

科
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
地
元
で

通
っ
て
い
た
歯
科
医
院
の
先
生
に

憧
れ
て
、
な
ん
と
な
く
地
域
の

歯
科
医
に
な
る
こ
と
を
想
像
し

て
い
た
の
で
す
が
、
ま
さ
か
自
分

が
、
湘
南
の
病
院
で
外
科
治
療

も
行
な
っ
て
い
る
と
は
、
出
会
い

と
は
、
本
当
に
面
白
い
も
の
で
す

ね
」。
話
は
明
瞭
で
あ
り
な
が
ら
、

節
々
に
柔
ら
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

○
…
湘
南
東
部
総
合
病
院
の

歯
科
口
腔
外
科
は
、
約
20
年
と

い
う
実
績
を
も
ち
、
そ
の
科
長

を
務
め
て
い
ま
す
。「
歯
科
医
師

会
を
通
じ
て
、
地
域
の
先
生
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
顔

が
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
」。
同
医
師
会
で
は
学
術
委

員
を
務
め
、
藤
沢
や
平
塚
な
ど

で
講
演
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

○
…
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て

き
た
こ
と
を
聞
く
と
、「
口
腔
が

ん
治
療
は
、
そ
の
一
つ
で
す
。
患

者
さ
ま
に
対
し
て
『
当
院
で
は

こ
こ
ま
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
』
と

限
界
を
つ
く
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
舌
や
あ
ご
の
再
建
術
や
、

今
で
は
多
く
の
種
類
が
開
発
さ

れ
て
い
る
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
、

医
療
の
進
歩
と
と
も
に
、
最
大

限
の
治
療
の
提
案
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
」。

誠
意
あ
る
答
え
に
続
き
、「
口
腔

ケ
ア
の
提
供
も
そ
う
で
す
」と
し
、

「
口
腔
環
境
の
健
全
化
は
、
病

気
の
予
防
に
つ
な
が
り
、
食
べ
る

楽
し
み
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
の

で
、
生
活
の
質
に
大
き
く
関
わ

る
重
要
な
内
容
で
す
。
誰
で
も
、

食
べ
る
こ
と
は
、
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
歯
科
口
腔
外
科
の
患
者
さ

ま
に
限
ら
ず
、
必
要
と
さ
れ
る
方

に
、
口
腔
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

  

誰
で
も
嬉
し
い「
食
べ
る
楽
し
み
」

　
　
　

 

長
く
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

鈴木 麻美 歯科医師
 （すずき まみ）　　　　

湘南東部総合病院
【歯科口腔外科】

日本口腔外科学会 口腔外科専門医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
　　　　　　　　　    （歯科口腔外科）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」の
ス
ム
ー
ズ
相
談
、地
元
で
解
決

春
か
ら
対
応
内
容
に
拡
大
も

　

街
中
に
あ
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
時
に
利
用
で
き

る
の
か
、
ご
存
知
で
す
か
？
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
ほ
か
、
障
害
を
抱
え
た
人
、
児
童
な
ど
を
含
む
地
域
の
人
々

の
相
談
を
受
け
、
解
決
の
た
め
に
、
対
応
施
設
の
紹
介
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

必
要
な
支
援
を
全
て
地
元
で

　

地
域
の
人
が
、
住
み
慣
れ
た
自

宅
や
地
元
で
安
心
し
て
生
活
し
て

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
も
ら
え
る

こ
と
で
す
。

　

日
々
、
地
域
の
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、

例
え
ば
、
地
域
の
高
齢
者
が
「
要

介
護
」
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
、【
住
ま
い
】【
介
護
】【
医

療
】【
予
防
】【
生
活
支
援
】と
い
っ

た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
元
で

全
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
紹
介

を
し
た
り
、支
援
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
・
障
害
者
な
ど
も
相
談
を

い
け
る
よ
う
に
、
保
健
師
（
看
護

師
）、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職
が
、

「
チ
ー
ム
」
と
な
っ
て
支
え
て
い

る
事
業
所
が
、「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
同
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

は
、
介
護
に
関
す
る
相
談
を
ワ
ン

　

こ
れ
ま
で
の
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
主
に
高
齢
者

の
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
が
大

き
い
も
の
で
し
た
が
、
こ
の
春

（
22
年
４
月
）
か
ら
は
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
児
童
や
障
が
い
者

な
ど
、
分
野
を
問
わ
ず
に
幅
広
い

相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
茅
ヶ
崎
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
さ
く
ら
」「
す
み
れ
」）。

　

医
療
や
介
護
、
福
祉
な
ど
の
専

門
分
野
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
が
、
地

域
で
暮
ら
す
人
々
を
支
援
す
る
た

め
に
、“
人
と
人
が
つ
な
が
る
お

手
伝
い
”
を
行
な
い
ま
す
。

茅ヶ崎市矢畑1427-1
0467（81）4082
月‒土曜日８：30～17：00 

 [ 日 祝はお休み ] 

45郵便局

しまむら

ガスト

クリエイト
円蔵

あさひ

クリーニング店

トヨタ ココ

円蔵、矢畑、西久保、浜之郷、下町屋、TBS、
サニータウン茅ヶ崎、ホームタウン茅ヶ崎、
ライオンズ茅ヶ崎・ザ・アイランズ

茅ヶ崎市・鶴嶺東地区

地域包括支援センター

さくら

近所
の気軽な相談窓口

茅ヶ崎市浜見平11-1
　　　   ハマミーナ内
0467（84）6321
月‒土曜日８：30～17：00 

 [ 日 祝はお休み ] 

ブランチ
茅ヶ崎３

ブランチ
茅ヶ崎２ えぼし

セブン
イレブン

浜見平
交番前

ハマミーナ

しろやま
公園

鉄砲道

ココ

中島、柳島、松尾、浜見平団地、松風、
エクシード茅ヶ崎、ベルパーク湘南茅ヶ崎、

グランヴァーグ茅ヶ崎

茅ヶ崎市・湘南地区

地域包括支援センター

すみれ

親身に寄り添う相談窓口

相
談
無
料
で
利
用
し
や
す
い

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
、「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
あ
り
、

細
か
く
担
当
区
域
が
分
か
れ
て
い

ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、
調
べ
て
み
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
同
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
は
、

無
料
で
す
。

　

今
回
は
、茅
ヶ
崎
市
の
中
で
も
、

鶴
嶺
東
地
区
に
あ
る
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー 

さ
く
ら
」
＝

左
上
＝
と
、
同
市
の
湘
南
地
区
に

あ
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

す
み
れ
」
を
紹
介
し
ま
す
＝
左
。

2



め
ら
れ
る
即
戦
力
を
身
に
付
け
ら

れ
る
絶
好
の
環
境
で
す
。

　

同
校
で
は
、
年
間
を
通
し
て

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
を
目
指

し
て
在
校
生
が
意
欲
的
に
学
ぶ
姿

や
、
学
校
生
活
を
手
厚
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
教
職
員
と
触
れ
合
い
、
模

擬
授
業
な
ど
を
通
し
て
、「
茅
ヶ

崎
看
護
専
門
学
校
の
学
生
」
と
し

て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
感

で
き
ま
す
。

　

同
校
の
担
当
者
は
、
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
本
校
は
、

臨
地
実
習
を
多
く
の
卒
業
生
が
活

躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
病
院
で
行

な
い
、
一
年
次
か
ら
計
画
的
に
国

家
試
験
対
策
を
始
め
て
い
き
ま

す
。
学
年
担
任
＋
チ
ュ
ー
タ
ー
制

度
を
導
入
す
る
な
ど
、
学
生
一
人

ひ
と
り
を
、
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
校
へ
の
質

問
は
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
」。

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
は
、
神

奈
川
県
下
最
大
級
の
医
療
グ
ル
ー

プ
で
あ
る「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」

が
運
営
し
て
い
る
学
校
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
福
祉
施
設
な
ど
に
お
け
る
医

療
現
場
の
生
の
声
を
、
ダ
イ
レ
ク

ト
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、「
医
療

の
今
」
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
教
育
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
看
護
師
を
目
指
す

学
生
に
と
っ
て
、
知
識
や
技
術
を

効
率
よ
く
習
得
で
き
、
臨
床
で
求

主
に
そ
の
動
作
能
力
や
適
応
能
力

の
回
復
を
図
る
た
め
、
医
師
の
指

示
の
下
で
、
手
芸
や
工
作
な
ど
を

通
じ
て
、
施
術
や
指
導
、
援
助
を

行
な
う
専
門
職
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
心
や
体
の
障

害
、
あ
る
い
は
病
気
や
事
故
な
ど

に
よ
っ
て
、
治
療
後
に
何
ら
か
の

障
害
が
残
っ
た
機
能
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
、
絵
画
や
陶
芸
、
木
工
、

金
工
、
手
工
芸
、
園
芸
、
織
物
、

遊
び
な
ど
を
用
い
て
、
手
先
を
訓

練
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
常
生
活

動
作
の
訓
練
や
、
生
活
環
境
の
改

善
指
導
も
行
な
い
ま
す
。

　

社
会
生
活
に
復
帰
さ
せ
る
た
め

の
心
理
的
な
準
備
を
通
じ
て
、
職

業
準
備
訓
練
な
ど
も
担
う
重
要
な

仕
事
で
す
。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
８・６
６
１
１

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
に
は
、「
作
業
療
法
学

科
」（
４
年
課
程
・
全
日
制
）
が

あ
り
、
全
て
の
人
に
対
し
て
、
深

い
愛
情
と
思
い
や
り
を
も
つ
「
作

業
療
法
士
」を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
作
業
療
法
士
」
と
は
、
体
や

心
に
障
害
が
あ
る
人
を
対
象
に
、

〜病院で働く人①〜  

 心身のリハビリや適応動作を
　   訓練する「作業療法士」 

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

現場の声を反映した教育  

    臨床で活きる力をもつ
　  　　看護師を養成

茅ヶ崎看護専門学校

問合せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿390
☎0467-86-6011
https://www.chigakan.ac.jp

オープンキャンパス
へ！

     一度♪
ぜひ

茅ケ崎駅
1

新
湘
南
Ｂ
Ｐ

ココ

日程は随時、
HPに掲載！

茅ヶ崎看護専門学校茅ヶ崎看護専門学校
の「強み」

学年担任＋チューター制
度を導入し、1人に対して
複数の教員がきめ細かく
サポートしていきます。

少人数制（１クラス40名）少人数制（１クラス40名）

臨地実習は、卒業生が多く在籍する
県内のグループ病院で実施するので、
ＯＢ・ＯＧが親切・丁寧に指導します。

ふれあいグループ
　　　　の全面支援
ふれあいグループ
　　　　の全面支援

1年次に基礎学力の底上げを徹底し、外部講師に
よる国家試験対策講座の開講など、習熟度に合わ
せて段階的に実施。入学前のサポートもあります！

計画的な国家試験対策計画的な国家試験対策

茅ケ崎駅
北口から

路線バス

バス停「辻
東」

徒歩５分

問合せ

茅ケ崎駅

1十間坂鳥井戸橋

ココ

南湖入口
JR

茅ケ崎駅
から

徒歩１8分

●難解な医学用語も
  わかりやすく解説
●少人数のグループ学習

●きめ細やかな指導
●弱点強化への取組み
　　　　　　　  など

病気やけがなどによって、身体的または精
神的に障害をもつ人、あるいはそれが予測
される人に対して、作業活動を用いて、より
健康的な生活が送れるように、治療指導・
援助を行なうスペシャリスト。
生きる意欲を高め、人生が輝くために必要
なリハビリ内容を考えていく視点が大切で、
これからの人生を考える援助も行なう専門
職です。｠

作業療法士とは…

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
☎0467-88-6611
https://www.crc.ac.jp

療法士を
目指すなら！

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校へ!

〒

AM

PM

月

歯科
口腔外科

火 水 木 金 土

■抜歯　■炎症　■口腔顎顔面外傷（骨折など）　■顎関節症
■デンタルインプラント  ■口腔がん  ■顎変形症（受け口など） ほか
■全身麻酔が必要な手術の前後　■抗がん剤や放射線の治療を受ける方
■入院中の介助が必要な方  　　■摂食嚥下のリハビリが必要な方  
■人工呼吸器を装着された方　　■糖尿病の教育入院をされた方  など

治
療
口
腔
ケ
ア

☎046７-８３-９１９２茅ヶ崎市西久保500湘南東部総合病院

茅ケ崎駅

無料バス有
寒川駅

無料バス有

香川駅

1
北口

中央公園

新湘南BP

45

茅ケ崎新北陵
病院

市役所

茅ヶ崎駅前

茅ケ崎中央
病院

文化会館
浜之郷小 北茅ケ崎駅

無料バス有

ココ

同
院
の
歯
科
口
腔
外
科
ス
タ
ッ
フ

腔
外
科
』
と
し
て
の
意
義
を
よ
く

考
え
、
他
の
診
療
科
で
ご
入
院
さ

れ
て
い
る
患
者
さ
ま
に
対
し
て

も
、
当
科
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
口
腔

ケ
ア
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
口
腔
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
、
徹
底
的
に
口
腔

衛
生
管
理
を
行
な
う
こ
と
は
、
手

術
後
の
傷
の
感
染
予
防
や
、
抗
が

ん
剤
治
療
な
ど
で
体
力
が
落
ち
て

い
る
方
の
肺
炎
や
口
内
炎
の
予
防

に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
回
復
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
口
腔
知

識
と
技
術
を
入
院
患
者
さ
ま
に
広

く
提
供
し
て
い
き
ま
す
」。

　

口
腔
ケ
ア
は
、
認
知
症
を
患
っ

て
い
る
人
や
、
疾
患
に
よ
っ
て
意

識
が
な
い
状
態
の
人
に
対
し
て
、

五
感
を
刺
激
す
る
リ
ハ
ビ
リ
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
歯
科
口
腔
外
科
ス
タ
ッ

フ
は
、「
一
人
で
も
多
く
の
患
者

さ
ま
が
、
１
日
で
も
早
い
退
院
が

で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
は
、
口
腔
環
境
を
整
え
る
サ

ポ
ー
ト
に
尽
力
し
、
患
者
さ
ま
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
が
向
上
し

て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
し
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

ラ
ッ
シ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
・

口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク
）
な
ど
の
専
門

業
務
を
担
当
し
、
院
内
で
は
、
口

腔
衛
生
の
専
門
知
識
や
技
術
を
活

か
し
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
療
法

士
に
向
け
た「
口
腔
ケ
ア
勉
強
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
口
腔
部
門

の
“
プ
ロ
”
の
立
場
で
、
チ
ー
ム

医
療
に
お
い
て
も
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
な
る
姿
は
、
ま
さ
に
「
口
腔
分

野
の
司
令
塔
」
と
い
え
ま
す
。

　

同
院
の
藤
井
美
紀
歯
科
衛
生
士

は
、「
初
め
て
歯
科
口
腔
外
科
を

受
診
さ
れ
る
方
は
、
緊
張
さ
れ
、

恐
怖
心
を
も
た
れ
て
い
る
様
子
を

感
じ
ま
す
。
当
院
で
は
、
受
診
者

さ
ま
の
お
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

丁
寧
に
お
話
を
聞
い
て
、
笑
顔
で

対
応
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
お
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

　

歯
周
病
な
ど
の
口
腔
内
の
疾
患

が
、
全
身
の
健
康
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
、近
年
、

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を

引
き
起
こ
す
動
脈
硬
化
や
、
糖
尿

病
、が
ん
、肺
炎
、骨
粗
し
ょ
う
症
、

早
産
と
い
っ
た
も
の
の
原
因
の
一

つ
に
、「
歯
周
病
原
因
菌
」
な
ど

の
細
菌
感
染
の
影
響
が
あ
る
こ
と

や
、
口
腔
内
の
菌
が
、
食
べ
物
や

唾
液
と
一
緒
に
、
誤
っ
て
肺
に
入

る
こ
と
で
発
症
す
る
「
誤
嚥
性
肺

炎
」
と
の
深
い
関
係
で
す
。

　

同
院
の
鈴
木
歯
科
医
師
は
、
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
当

院
で
は
、
病
院
に
あ
る
『
歯
科
口

る
今
、
ま
す
ま
す
需
要
の
高
ま
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。

口
腔
分
野
の
「
司
令
塔
」
！

　

同
院
で
は
、
歯
科
口
腔
外
科
の

科
長
を
務
め
る
鈴
木
麻
美
歯
科
医

師
を
中
心
に
、
歯
科
衛
生
士
や
看

護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

歯
科
衛
生
士
は
、
診
療
で
は
歯

科
医
師
の
“
右
腕
”
と
な
り
、
外

科
処
置
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
全
身

麻
酔
患
者
の
手
術
前
後
の
口
腔
ケ

ア
、入
院
患
者
へ
の
口
腔
ケ
ア（
ブ

　

病
院
の
中
に
あ
る
診
療
科「（
歯

科
）
口
腔
外
科
」
で
は
、
口
腔
内

の
あ
ら
ゆ
る
病
気
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
歯
の
治
療
や
抜
歯
だ
け
で
な

く
、
口
腔
が
ん
や
、
顎
の
形
成
手

術
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
（
手
術
）

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

　

病
院
の
中
の
診
療
科
の
一
つ
で

あ
り
、多
く
は
、地
域
で
う
歯
（
虫

歯
）
や
歯
周
病
な
ど
の
治
療
を
行

な
っ
て
い
る
歯
科
医
院
か
ら
、
紹

介
を
経
て
、
受
診
に
至
り
ま
す
。

茅
ヶ
崎
・
寒
川
で
20
年
の
実
績

　

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
に
あ
る
「
湘

南
東
部
総
合
病
院
」
は
、
２
０
０

４
年
に
「
歯
科
口
腔
外
科
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、茅
ヶ
崎
・

寒
川
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
早
期
の

創
設
と
な
り
、
歯
科
医
師
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
連
機
関
と
の
協
力

体
制
を
築
き
な
が
ら
、
同
エ
リ
ア

で
の
口
腔
外
科
医
療
の
草
分
け
的

存
在
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

約
20
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
に
は
、「
歯
科
口
腔
外
科
」
が
あ
り
、
歯
の
治
療
の
ほ
か
、
顎

の
形
成
手
術
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
口
腔
が
ん
の
治
療
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
科
長

の
鈴
木
麻
美
歯
科
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
を
中
心
に
、
同
科
に
所

属
す
る
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

湘
南
東
部
総
合
病
院

全
身
の
健
康
も
導
く

　
　
　
　

口
腔
外
科
医
療
の
役
割

特 集

前列右・鈴木歯科医師、後列中央・藤井歯科衛生士

湘
南
東
部
総
合
病
院
・
歯
科
口
腔
外
科
の
外
来
診
療
の
様
子

治療を行なう鈴木歯科医師治療を行なう鈴木歯科医師

鈴木歯科医師（右）の“右腕”・歯科衛生士鈴木歯科医師（右）の“右腕”・歯科衛生士
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視聴前にアプリ「Zoom」のご準備を

オンライン医学講座の視聴には、
事前に無料アプリのインストール
が必要です。

※Wi-Fiでのご視聴をおすすめ
　しております。
　

視聴に関するご不明点は
お気軽に当院へお電話ください。

茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（代表）
茅ヶ崎市行谷583ｰ１

お問合せ

　皆さんは、薬とうまく付き合っていますか？
薬（クスリ）は、正しく使用して、はじめてそ
の作用が期待できますが、誤った使い方を
すると、思わぬ「リスク」（危険）が発生する
ことがあります。今回は、薬とうまく付き合っ
ていくための“コツ”を紹介いたします。

・・・

・・・

薬の基礎知識 ～お薬手帳、ジェネリック薬なども含めて～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

４月26日（火）14：00から日 時

講 師
茅ケ崎新北陵病院
　　  薬剤科 課長 　伊藤 淳雄 薬剤師

視聴には、事前のお申込みが必要です

右のQRコードを読取ると
申込みページが表示されます →

Zoom配信で行なう講座です。
事前に当院ホームページから
お申込みください。

※申込締切は、４月25日月11：00です。

湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

お問合せ

　脳の病気「認知症」には、いくつかタイプ
があります。それぞれの認知症が発症す
るメカニズムと原因について、生活習慣を
見直すことで、予防に役立ちます。認知症
予防のために、すぐにでも取り組むことが
できる事例を紹介し、病気を解説します。

認知症は予防できますか？～生活習慣病の予防が大切です～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

４月26日（火）14：00から日 時

講 師
湘南さくら病院
      　　　　精神科 　櫻井 秀樹 医師

複
数
回
の
夜
間
ト
イ
レ

転
倒
骨
折
に
高
リ
ス
ク
！
ご
注
意
を

　

ま
ず
は「
排
尿
日
誌
」か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

  

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
　
泌
尿
器
科 

高
橋
俊
博 

医
師

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
の
泌
尿
器
科
・
高
橋
俊
博

医
師
に
、「
夜
間
頻
尿
・
尿
漏
れ
」
に
つ
い
て
、

話
を
伺
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉 

茅ケ崎新北陵病院
泌尿器科

高橋 俊博 医師

漏
れ
」
を
起
こ
す
代
表
的
な
原
因

と
し
て
、
①
夜
間
多
尿
②
膀
胱
機

能
の
障
害
③
睡
眠
障
害
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
３
つ
に
も
そ
れ
ぞ

れ
原
因
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病
の

影
響
や
内
服
薬
に
よ
る
も
の
、
臓

器
の
障
害
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　

排
尿
の
問
題
は
、
原
因
を
追
求

し
て
、
し
っ
か
り
と
治
療
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、
泌
尿

器
科
で
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

は
、
つ
ら
い
も
の
で
す
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
夜
間
に
複
数

回
に
わ
た
っ
て
ト
イ
レ
に
起
き
る

人
は
、
あ
ま
り
ト
イ
レ
の
た
め

に
起
き
な
い
人
に
比

べ
て
、
転
倒
に
よ
る

骨
折
を
起
こ
す
割
合

が
、
倍
増
し
ま
す
＝

上
グ
ラ
フ
参
照
。

泌
尿
器
の
病
気
か
も

　
「
夜
間
頻
尿
」「
尿

　
「
夜
間
頻
尿
」「
尿
漏
れ
」
は
、

高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

を
低
下
さ
せ
ま
す
。
特
に
、
朝
晩

が
ま
だ
か
な
り
寒
い
今
の
時
季

2.6%
１回
以下

2回
以上

「夜間頻尿の有無と５年間の骨折発生の頻度」
            （東北大研究者2012年発表資料）より

転倒骨折
夜間トイレ回数と
  転倒骨折の割合

5.8%

　
︱
︱
︱
最
近
、
水
分
を
多
く
取

る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
…
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
社
会
で
横
行

し
て
い
る
“
水
分
摂
取
励
行
”
を

過
剰
に
受
け
止
め
て
、
多
飲
か
ら

多
尿
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
、
残
念

な
が
ら
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ル
モ
ン
治
療
（
補
充
）
法
も

あ
り
ま
す
が
、
副
作
用
を
考
え
る

と
、私
は
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。

　

合
併
し
て
い
る
病
気
の
リ
ス
ク

も
考
え
、
適
正
な
水
分
摂
取
の
重

要
性
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

☎
０
４
６
７・５
３・４
１
１
１

茅
ヶ
崎
市
行
谷
５
８
３
の
１

き
ま
す
。
水
分
（
ア
ル
コ
ー
ル
／

紅
茶
な
ど
）
の
摂
取
量
な
ど
も
あ

れ
ば
、
さ
ら
に
良
い
で
す
。
２
～

３
日
の
情
報
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
内
容

で
あ
れ
ば
、
１
日
（
24
時
間
）
分

で
も
十
分
で
す
」

　

︱
︱
︱
健
康
な
人
の
尿
量
は
、

ど
の
く
ら
い
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
成
人
で
あ
れ
ば
、
１
日
１
０

０
０
㎖
～
１
５
０
０
㎖
程
度
で
あ

り
、２
０
０
０
㎖
以
上
は
、『
多
尿
』

と
さ
れ
ま
す
（
学
会
で
は
１
日
40

㎖
／
㎏
以
上
）。

　
『
夜
間
多
尿
』

と
は
、〔
夜
間

尿
量
÷
24
時
間

尿
量
〕
の
値
が

20
～
33
％
（
年

齢
で
異
な
る
）

を
目
安
に
判
断

さ
れ
ま
す
」

　

︱
︱
︱
夜
間
頻
尿
や
尿
漏
れ

は
、
な
ぜ
起
こ
る
の
で
す
か
？

　
「
夜
間
頻
尿
・
尿
漏
れ
の
原
因

の
一
つ
に
、【
夜
間
多
尿
】
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
分
の
取
り

過
ぎ
が
原
因
で
す
。

　

そ
の
他
に
は
、
糖
尿
病
や
高
血

圧
、
尿
に
ょ
う
ほ
う
し
ょ
う

崩
症
（
ホ
ル
モ
ン
の
異
常

で
大
量
の
尿
が
排
泄
さ
れ
る
病

気
）、
内
服
薬
な
ど
の
影
響
も
考

え
ら
れ
ま
す
」

　
︱
︱
︱
尿
量
の
比
較
は
、
ど
う

す
れ
ば
わ
か
り
ま
す
か
？

　
「
１
日
の
尿
量
を
評
価
す
る
た

め
に
は
、
排
尿
時
刻
と
排
尿
量
を

記
載
す
る
『
頻
度
・
尿
量
記
録
（
排

尿
日
誌
）』
が
、
重
要
に
な
っ
て

▲ 排尿日誌の例

頻尿対策

老
化
が
主
な
原
因
・
女
性
に
多
い

歩
け
な
く
な
る「
変
形
性
膝
関
節
症
」

日
常
生
活
で
予
防
意
識
を
！

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル 

整
形
外
科

リ
ウ
マ
チ・膝・骨
粗
鬆
症
の
専
門
外
来
開
設
！

診
断
と
治
療
を
行
な
う
外
来
で

す
。
問
診
、
触
診
、
Ｘ
線
撮
影
に

よ
っ
て
多
角
的
に
診
断
し
、
必
要

に
応
じ
て
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
も
行
な

い
、「
保
存
療
法
」
あ
る
い
は
「
手

術
療
法
」を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◇
骨
粗
鬆
症
専
門
外
来

　

骨
密
度
の
測
定
や
、
Ｘ
線
撮

影
、
血
液
検
査
な
ど
の
結
果
に
応

じ
て
、
治
療
ま
た
は
予
防
を
進
め

て
い
く
外
来
で
す
。
投
薬
で
骨
密

度
の
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
、
食

事
・
運
動
な
ど
の
生
活
指
導
も
並

行
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

え
、
丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け
た
診

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
リ
ウ
マ
チ
専
門
外
来

　
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」の
ほ
か
、「
変

形
性
関
節
症
」「
痛
風
」
な
ど
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
関

節
リ
ウ
マ
チ
」
の
診
断
は
年
々
、

進
歩
し
、
同
院
で
は
、
疾
患
特
異

マ
ー
カ
ー
や
画
像
で
の
検
出
に
加

え
て
、
Ｘ
線
撮
影
、
血
液
検
査
に

よ
る
精
度
の
高
い
内
容
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

◇
膝
専
門
外
来

　

主
に
「
変
形
性
膝
関
節
症
」
の

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

整
形
外
科
で
は
、「
な
ぜ
、
そ
の

症
状
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
」「
体

の
ど
こ
が
問
題
な
の
か
」
を
、
患

者
自
身
が
理
解
す
る
こ
と
で
、
効

果
的
な
治
療
に
進
め
ら
れ
る
と
考

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、「
整
形
外
科
」の
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
か
ら
、
従
来
の
一
般
外
来
に
加
え
て
、「
リ
ウ
マ
チ
専
門
外
来
」「
膝
専
門

外
来
」「
骨
粗
鬆
症
専
門
外
来
」
を
開
設
し
、
専
門
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

注
射
・
リ
ハ
ビ
リ
・
手
術
な
ど

　

予
防
の
た
め
に
は
、
足
の
筋
肉

の
強
化
を
意
識
し
た
り
、
膝
に
負

担
を
か
け
な
い
生
活
を
、
日
常
的

に
心
掛
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
＝
上
表
参
照
。

　

治
療
で
は
、
症
状
が
軽
い
場
合

は
、
痛
み
止
め
の
内
服
薬
や
外
用

薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
膝
関
節
内

に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
注
射
治
療
が

行
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
節
の
周
り
を
鍛
え
る

た
め
に
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
療
法
や
、
膝
を
温
め
る
物

理
療
法
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
行
な
っ
て
も
、
症
状

が
お
さ
ま
ら
な
い
場
合
は
、
手
術

治
療
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
骨
を

切
っ
て
変
形
を
矯
正
す
る
「
関
節

鏡
（
内
視
鏡
）
脛
骨
骨
切
り
術
」

や
、
膝
関
節
の
表
面
を
取
り
除
い

て
、人
工
関
節
に
置
き
換
え
る「
人

工
膝
関
節
置
換
術
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

ら
に
、
骨
折
、
靭
帯
・
半
月
板
損

傷
な
ど
の
外
傷
、
化
膿
性
関
節
炎

な
ど
の
感
染
の
後
遺
症
と
し
て

も
、
発
症
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
（「
日
本
整
形
外
科
学
会
」

Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

　

発
症
初
期
は
、
立
ち
上
が
り
や

歩
き
始
め
な
ど
、
動
作
開
始
時
の

痛
み
が
特
徴
的
で
あ
り
、
休
め
ば

お
さ
ま
り
ま
す
。
し
か
し
進
行
し

て
い
く
と
、
正
座
や
階
段
の
昇
降

が
困
難
に
な
り
、
末
期
に
は
、
安

静
時
に
も
痛
み
が
止
ま
ず
、
膝
が

変
形
し
て
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
歩
け
な
く
な
り
ま
す
。

整
形
外
科
疾
患
で
す
。

肥
満
や
感
染
の
影
響
も

　

原
因
は
膝
の
老
化
だ
け
で
な

く
、
肥
満
や
遺
伝
子
の
影
響
、
さ

　

膝
の
関
節
軟
骨
の
老
化
に
よ
っ

て
、
歩
行
時
の
痛
み
や
、
膝
の
変

形
な
ど
が
起
き
る
「
変
形
性
膝
関

節
症
」
は
、
関
節
軟
骨
が
す
り
減

り
、
膝
の
弾
力
性
を
失
っ
て
い
く

　
「
変
形
性
膝
関
節
症
」
は
、
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
罹
患
率
が
高
く
、
男
性

よ
り
も
女
性
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
膝
の
病
気
で
す
。膝
の
軟
骨
の
老
化
の
ほ
か
、

遺
伝
子
や
肥
満
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
予
防
意
識
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

同院は鎌倉駅西口・御成通りからすぐ

●太ももの前の筋肉（大腿四頭筋）を鍛える
●なるべく正座を避ける
●肥満の人は減量する
●洋式トイレを使うようにする
●膝を冷やさない
            …夏はクーラーなどで冷やさず、
  　         温めて血行を良くする

予防に大事なこと！

変形性膝関節症

大腿骨

大腿四頭筋膝蓋骨

脛骨

関節軟骨

関節軟骨が
すり減り

直にぶつかる

ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467-23-1111鎌倉市御成町9-5

千葉 純司医師花岡 央泰医師 須賀 雄一医師千葉 千絵里医師

整形外科担当医

西口

鎌倉駅

市役所前

御成通り御成通り
江ノ電

ＪＲ

21

下馬

御成小学校前
JR・江ノ電
鎌倉駅西口

から
徒歩３分！

ココ

QRコードから診療内容をチェック！ 膝

骨粗鬆症

リウマチ
月 火 水 木 金 土

▲ ▲

▲ ▲

※一般の整形外科は月～土の午前診療です。

専
門
外
来

専門外来は
全て午後診療

取材協力
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